
令和 5年 7月 20日 

進路指導室 

☆進研模試 6月回結果分析 理系が飛躍、文系は例年よりやや上昇 

1. 校内成績概要（進学希望者 209 名） 

科目 国英社 数英理 英語 数ⅠA 数ⅡB 国語 物理 

76 期 47.7 49.3 46.1 49.8 56.2 49.2 47.3 

75 期 47.1 46.2 46.1 48.4 47.9 49.6 48.1 

 

科目 化学 生物 世界史 B 日本史 B 地理B 現代社会 政治経済 

76 期 50.4 39.1 45.6 47.3 51.6 49.0 54.7 

75 期 46.2 48.3 47.1 45.1 44.3 52.4 56.0 

先輩と比較すると、数学、化学の偏差値が大幅に向上していて、理系 3 教科の合計で全国平

均（偏差値 50）に近づいている。文系 3教科の合計も昨年度よりやや上昇している。 

 

2. 志望大学別評価人数（国公立は実人数、私大は合算（文・理））私大合算 1620⇒1471 

学校 国公立 近畿大 関西大 追手門学院 龍谷大 摂南大 

76 期 31 172・41 107・26 84・0 94・8 84・23 

ABC 判定 11 ※ 6・5 5・1 46・0 13・3 50・11 

※大阪公立3 神戸2 和歌山1 岡山1 室蘭工業1 名古屋1 兵庫県立1 群馬県立女子1  

学校 大和大 大阪経済 関西学院大 大阪工業大 立命館大 畿央大 

76 期 67・29 84・0 27・7 0・29 18・4 27・7 

ABC 判定 16・6 42・0 1・0 0・7 3・0 3・0 

今回の模試では成績上位者が国公立大学のC判定以上を取っていることが印象的でした同じ

ように勉強してきた同級生のうち、早くから進路を考え、勉強に打ち込んできた人の結果が表

れています。目標は高いが、努力ができない人が毎年多く見られますので、一番学力が伸びる

この夏、しっかり受験勉強に取り組んでもらいたいと思います。 

摂神追桃で多くの人はC判定以上となっていますので、確実な滑り止めとなりそうです。近

畿大学以上は年内に合格を勝ち取れる可能性のある人は少なく、併願校の検討が必要です。ま

た、年内に近畿大学を合格できる学力がついていれば、関西大学の合格が見えていますので、

一般選抜まで粘り強く頑張りましょう。（そこで受験を終わらないで！） 

 

 

3. 進研模試参考偏差値（B判定（合格率 60％以上）） 

偏差値 大学（学部） 

48 

（文系の平均） 

神戸学院大（人文） 帝塚山大（教育） 桃山学院大（社会） 

阪南大（経済） 大阪経済法科大（国際） 宝塚大（看護）  

大和大（理工） 大手前大（健康栄養）  

49 

（理系の平均） 

大阪成蹊大（教育） 摂南大（国際） 大和大（情報） 

太成学院大（看護） 神戸学院大（栄養） 京都精華大（マンガ） 

53 追手門学院大（文）（社会） 大阪経済大（経営） 大阪工業大（工） 

甲南大（理工） 大阪青山（看護） 大手前大（看護） 

55 武庫川女子大（文）（建築） 京都産業大（経営）（理） 摂南大（薬） 

大阪経済大（経済） 大和大（社会）（政治経済） 大阪工業大（情報） 

56 四天王寺大（教育） 大和大（教育） 龍谷大（社会） 甲南大（法） 

関西外国語大（英語国際） 森ノ宮医療大（総合リハビリテーション） 

58 同志社女子大（表象文化） 京都女子大（文） 畿央大（教育） 

京都外国語大（国際貢献） 龍谷大（国際） 

59 近畿大（文芸） 関西外国語大（外国語） 甲南大（経済）（経営） 

大阪医科薬科大（薬） 森ノ宮医療大（看護） 

60 以上 関関同立のほとんどの学部・産近甲龍、有名女子大の人気学部 

☆専門学校は楽？ではない 

受験勉強が本格的になってくると、先に専門学校に合格する同級生が出てきて、うらやまし

く思うことがあります。確かに、看護を除く専門学校に合格することは簡単ですが、それだけ

ではないことに注意しましょう。 

2 年で社会に出ていく専門学校生は短い期間で専門教育を詰め込んで学習、実習します。大

学に通う同級生がのんびりとした学

生生活を送る一方で、課題や実習に

追われ、ゆとりがない学校生活を送

ります。また、なりたい職業が変わっ

たときに、学校を辞めて、別の学校に

行く必要が出てきます。要は、今（受

験勉強が）大変か、入学後に（学校生

活が）大変かですね。 

（出典：スタディサプリ進路） 



☆無謀とチャレンジは違う 受験にワンチャンは無い！ 

先日、関西大学入試センターから講師を招いて、2年生向けに講演会をしていただきました。

あと 10 点以内で合格できた受験生が数名いたと説明がありました。3 教科で 10 点ですので、

1 教科 3～4 点、1～2 問の多く正解すれば合格できたということです。実際、このような受験

生は別日を受験して合格していることがよくあります。このような場合、「ワンチャン」あった

というのでしょうか。いや、そもそも合格できる学力がついていたので、あきらめずに複数日

受験しようというチャレンジ精神が功を奏したのだと思います。実際、合格まで 50 点足りな

い人が、何回受験しても合格する可能性は極めて低いです。何回も受ければ可能性があるかの

ような「ワンチャン」は受験においては無いと考えていいでしょう。 

 

☆学校推薦型（指定校）選抜関連の日程 

昨年度の学校推薦型（指定校）選抜の資料を見に来る生徒が増えました。詳しくは言えませ

んが、徐々に枠は増えています。昨年度はなかった学校が、今年度はあるかもしれませんので、

出願する可能性のある人は、必ず説明会に参加して下さい。 

8/23（水） 学校推薦型（指定校）選抜希望者説明会 14：00 会議室 

8/28（月） 1 次申込締切 15：00 

8/31（木） 1 次選考結果通知 放課後 

9/1（金） 2 次募集開始 

9/8（金） 2 次申込締切 15：00 

9/12（火） 2 次選考結果通知 放課後 

9/14（木） 指定校推薦者決定者集会 放課後 

↑教室掲示のものは曜日が間違っていました。 

 

☆合格体験記（進路の手引き未掲載分） 

大阪経済大学情報社会学部 学校推薦型（公募）選抜  

 

私は、大阪経済大学情報社会学部に公募推薦で合格しました。 

自分は学校の定期テストと受験勉強を頑張りました。定期テストは、受験で成績を反映して

くれる制度があったというのと、受験に集中するために頑張りました。私の日本史の授業を持

ってくれていた先生が「受験の時に留年するかもなんて心配をしないためにも受験までのテス

トは頑張りや」と話してくれたのが印象深かったです。 

受験勉強を頑張ったと書いてありますが、受験生とはいえ頑張れない時ももちろんありまし

た。そういう時は、友達に「1日どれくらい勉強してる～？」と聞いていました。これを聞いた

友達に「10 時間やった」と言われて「自分もやらないと負ける！」と思い頑張れました！もう

１つ、私は勉強が頑張れない時に自分の好きな事をしていました。ちなみに私は漫画を読んで

いました。その時読んでいた漫画がたまたま受験回だったので、漫画に出てくるキャラクター

達も頑張っているんだったら頑張ろうと思えました。息抜きとして、好きなことをするのはお

すすめだと思いますよ。 

次に私が受験の時どう勉強していたのかを書こうと思います。私が志望していた大学の公募

推薦の受験科目は英語と国語（現代文のみ）でした。国語は苦手だったので高 3の 9月から入

った塾の先生に勉強方法を教えていただきました。その方法が、現代文の解き方の書かれた参

考書を何回も解くことでした。英語の単語の勉強は単語帳の 200 語を 1回さらっと確認し、夜

寝る前にもう一度 200語を見直していました。これを毎日やっていました。長文の勉強で使っ

ていた教材は 3 つあります。１つ目は、英語の授業で使っていた Elixir です。高 1 から高 3 ま

で集めていた Elixir を解き直しました。２つ目は、高 3の選択科目で選択した英語長文の、授業

中に配られた長文のプリントです。３つ目は、英検準 2級と 2級の過去問です。時間内に正確

に読まないといけないので、受験勉強に丁度良かったです。文法は英語表現の授業で使ってい

た Engage を使いました。2 個マークするところがあるので解いてわかった問題には印をつけ

て、2 個埋まるまで何周も解き直していました。英語の勉強方法は、英語の先生たちが何回も

やった方が良いと言っていたことで、実際にやると効果がありました。高 1 から頑張れていた

ら高 3で楽できたかもなと思いました。 

 次に言っておきたいことを書きます。１つ目、赤本は早い時期から解いていった方がいいで

す。ぱらぱら見て「どんな感じで問題が出るのかな？」くらいでもいいです。大学の試験の形

を早い時期から知ることができます。だから、しっかり受験対策ができます。例えば、私が受

けた大学の現代文は、評論しか出ていませんでした。もし私が赤本を夏休みに解いていなかっ

たら、それを知らずに出ない分野も勉強していたかもしれません。効率が悪過ぎます。なので

是非とも早い時期に赤本を見て欲しいです。２つ目、公募推薦で合格したら受験が終わる人は

本気で頑張って勉強した方がいいです。無駄なことを考えず、楽しくクリスマスや、お正月が

過ごせます。学校の宿題も気楽な気持ちでできます。 

最後に、これを読んでくださっている後輩の皆さん、受験頑張ってください！ 

 

※合格体験記は本人の書いた文章をできるだけそのまま掲載しています。 

 

 


